
 

様式第９号（第 13 条関係） 

事  業  実  績  書 

 

１  事 業 名  ロス食材をきっかけに備中地域を好きになろう! 

 

 

２ 実施期間    令和 7 年 4 月 21 日～令和 8 年 3 月 17 日  

 

３  事業内容 

① 事業の目的・概要 

本事業は、食品ロス削減や食を通じた社会課題への理解促進を目的とした缶詰「コ

ノヒトカン」を題材に、子どもたちが食品ロスや防災について学び、自ら考え、探

究し、行動する力を育成することを目的としています。 

日本では、1 日あたり一人につき茶碗一杯分に相当する食品が廃棄されているとい

う深刻な現状があります。また、教育現場においては探究的な学びの重要性が高ま

る一方で、教員による教材作成の負担や、児童の多様な意見を引き出す授業運営の

難しさが課題となっていました。 

こうした背景を踏まえ、本事業では、高校生が主体となり、元教員や大学教授とい

った専門家の監修のもと、小学校教員向けの指導教材（パワーポイント資料）およ

び補助教材として「コノヒトカンすごろく」を制作しました。これらの教材を備中

地域の小学校の授業に導入してもらい、教員の授業準備にかかる負担の軽減を図る

とともに、広く児童の主体的な学びを促し、食品ロス削減などの身近な社会課題へ

の自分なりのアプローチを見出し、自分の住む地域をより大切に思う気持ちを育む

きっかけとなることを目指して事業を実施しました。 

② 事業の流れ等 

本事業は、令和 7 年 4 月度から令和 8 年 3 月にかけて、以下の流れで実施しました。 

⑴ 教材作成（1 学期） 

元教員による教材作成に関する解説動画を共有し、岡山県内外の高校 4 校 

（倉敷翠松高等学校、おかやま山陽高等学校、岡山高等学校、石川県小松大谷

高等学校、）とオンライン等で連携しながら、フードロス、防災、備中地域の

食材等をテーマとした各単元の教材を作成しました。 

⑵  教材のブラッシュアップおよび納品（7 月） 

高校生による模擬授業を実施した後、専門家が指導案の内容やコンプライアン

ス面を確認し、教材パッケージを完成させました。 

令和 7 年 7 月 11 日には、導入が決定した小学校 6 校 

（神島外小学校、早島小学校、清音小学校、粒江小学校、葦高小学校、県主小

学校） 

へ、教材データを格納した USB を発送しました。そのあと、オンラインで説明



 

会を実施し、教材作りに携わった高校生も参加し、想いを伝えました。説明会

に参加できなかった学校へは、後日動画を送りました。 

⑶  授業実践および評価（2 学期以降） 

各小学校において授業を開始しました。その中で、教員を目指し教材制作に携

わった高校生が小学校を訪問し、実際に授業を行う機会も設けました。これに

より、児童にとっては年齢の近い立場から学ぶ新たな学習機会となり、高校生

にとっても教育現場での実践的な学びにつながりました。 

また、補助教材として制作した「コノヒトカンすごろく」は、計 20 セットを製

作し、学校での授業に加え、こども食堂等へ貸し出すことで、学校外の場におい

ても活用されました。実施後には、子どもたちから「遊びながら学べて楽しかっ

た」「食品ロスについて初めて知ったことがあった」といった感想が寄せられ、

楽しみながら社会課題への理解を深める教材として有効であることが確認されま

した。 

現在は、各学校での授業実践を経た最終段階として、教員および児童を対象とし

たアンケートの回収・集計を行っています。 

今後は、アンケート結果を踏まえて教材内容や構成の改善点を整理し、本事業の

成果と課題を明確にしたうえで、次年度以降の展開につなげていく予定です。こ

れにより、本教材が学校現場において継続的に活用される仕組みづくりを進め、

本事業の最終的な取りまとめを行っていきます。 

③ 成果･効果 

本事業の成果として、別添（写真）の教員向け指導教材とコノヒトカンすごろくを

制作し、備中地域の６つの小学校（対象児童数 計 450 名）の授業で教材が使われま

した。 

⑴  教育現場からの評価 

教材を使って授業を行った教員からは、「総合的な探究の時間以外の授業でも

実施できそう」との声があり、教科横断的に活用できる実用性の高さが評価さ

れました。 

また、ICT 教材とすごろくを活用したアクティブラーニング型授業を実施したこ

とで、各校における総合探究学習の取り組み状況や理解度の差が明確となり、

「主体的・対話的で深い学び」の実践度を可視化することができました。 

⑵ 児童・生徒への波及効果 

本教材については、教材の内容を知った児童から夏休みの自由研究にしたいと

申し出があり、実際に活用される事例も生まれました。食品ロスの現状や家庭

でできる取り組みについて主体的に調査し、考察をまとめるなど、自発的な学

習へとつながっています。 



 

さらに、「思いのバトンプロジェクト」としてコノヒトカン賛助企業から寄せら

れた協力メッセージ(想い)を合わせて共有し、児童から協賛企業へのメッセージ

カードを作成し、自分たちと企業の活動や社会とのつながりも実感しながら学ぶ

機会が生まれ、学習意欲の向上につながりました。 

教材制作に携わった高校生においては、調査や教材構成を行う過程を通じて学

びが深まりました。また、教員を目指す生徒が小学校を訪問し、実際に授業を

行う機会を設けたことで、教育内容を相手に伝える難しさや工夫の重要性を実

感し、教育現場への理解が深まりました。その結果、教員という進路への意識

が高まり、将来の目標がより明確になるなど、生徒自身の探究的な学習や進路

意識の醸成につながりました。 

〇参加小学校 ６校 

学校名 実施学年 クラス数 総人数 授業実施日 

神島外小学校 5, 6 年生 1 12 12/22 １クラス×2h＝１回 

早島小学校  6 年生 4 137 11/12 ４クラス×1h 11/19 2 クラス×1h＝2 回 

清音小学校 4 年生 2 70 10/20 2 クラス×2h ＝２回 

粒江小学校 6 年生 2 74 12/19 2 クラス×2h＝１回 

葦高小学校 6 年生 4 137 10/27・10/29 １クラス×2h＝４回 

県主小学校 4～6 年生 2 20 1/13 １クラス×2h ＝１回 

合計 6 校     450(人)   

※早島小学校 11/12 は、岡山高校の生徒が授業 

 

評価指標  評価方法  目標  実績  

開催回数の達成度  計画に対する割合  100％  100％ 
参加人数の達成度  定員に対する割合  100％  100％ 

 

⑶  地域への広がり 

本件事業について、公式ホームページに掲載したことや小学校での授業風景が新
聞やテレビで報道されたことをきっかけに、岡山県の美作大学から問い合わせが
あり、こども食堂において「コノヒトカンすごろく」を活用した取り組みが実施

 内容 備考 
1学期 ・高校生へ動画共有、zoomにて説明会、学

校訪問、 
・実施小学校とのZOOM説明会 
 

・小松大谷高校、おかやま山陽高校 
翠松高校、岡山高校にて実施 
・実施小学校と高校生、担当者参加 

2学期 ・コノヒトカンオリジナルの小学校教員指
導教材を使った授業 
 

 
5校 計430人 
 

3学期 ・コノヒトカンオリジナルの小学校教員指
導教材を使った授業 
 

1校 計20人 
アンケート実施 



 

されました。遊びを通して SDGs について学ぶ機会が生まれるなど、学校外にお
いても有効に活用できる教材であることが確認されました。 

また、広島県福山市の放課後デイサービスや障がい者施設からも問い合わせが寄

せられ、コノヒトカンすごろくへの関心が地域を越えて広がっていることが明ら

かとなっています。 

評価指標 評価方法 目標 実績 
① 教材利用校数や

参加児童数、高
校生や教育機関
の数 

② 講演や出前授業
の数 

・学校からのフィ
ードバックの収集
信頼度を測定 
 
・新たな提案件数
を記録 

良いと答えた学校80％ 
 
 
 
5件 

満足 100％ 
 
 
 
5件 

 

⑷ 今後期待される効果 

現在、教材を導入した各小学校の先生方および授業に参加した児童を対象に、

アンケートへの協力をお願いしており、回収・集計を進めています。教員アン

ケートでは、教材の内容や構成、授業時間への適合性、活用しやすさなどにつ

いて、また児童アンケートでは、学びの理解度や印象に残った点、気づきなど

について把握する予定です。 

これらの結果をもとに、教材の内容や進行方法を見直し、より現場で活用しやす

い教材へと改善を図ります。その結果、児童による発表資料などの成果物の創出

につながるとともに、来年度以降も継続的に活用できる教材として定着していく

ことが期待されます。あわせて、教員の授業準備負担の軽減や、探究的な学びの

質の向上にも寄与するものと考えられます。 

評価指標 評価方法 目標 実績 
参加者による意識
変容 

アンケートによる
フィードバック 

満足と答えた人
80% 

教師 
100％ 
生徒 
92.9％ 
 

アンケート内容抜粋 

教師 

〇すてきな教材をありがとうございました。子どもたちが笑顔で活動をしていて、

きていただいて良かったなと思いました。 

〇楽しく活動しながらフードロスについて児童の発達段階に応じた分かりやすい内

容になっていました。 

生徒 

〇自分たちのために、楽しく学べるように色々工夫してくださって楽しく学ぶこと

ができました。ありがとうございます！ 

〇すごろくが友達との仲も深めれて、楽しかったです 



 

④ 今後の課題･展開等 

次年度以降は 2 学期開始を基本とした実施時期とすることで、夏休み前後の学習と

連動させ、児童の自主的な取り組みや探究活動をより促進できると考えられます。

一方、3 学期開始の場合は学期末行事等との重なりにより授業時間の確保が難しく

なるため、年間計画に組み込みやすい時期での実施が重要です。 

本事業を継続・発展させていく上で、教材の質の安定化と教員の負担軽減が重要な

課題となっています。これまで高校生主体で教材作成を行ってきましたが、専門知

識の不足や制作環境の制約により、内容のばらつきや修正作業に時間を要しまし

た。今後は、教員経験者や栄養士、防災士、大学教授などの専門家が中心となって

教材を再構成し、現場で使いやすく専門性の高い教材へとブラッシュアップしてい

きます。 

あわせて、授業準備の負担を軽減するため、書き込み式のドリル教材や授業用スラ

イドを組み合わせたパッケージ化を進め、教員が即座に活用できる形で提供しま

す。さらに、岡山大学教授の協力のもと、アンケート調査を実施し、教材の効果を

数値化・可視化しながら継続的な改善を行います。 

また、単発の学びにとどまらず、子どもたちが自らの考えを振り返り、行動へとつ

なげていく仕組みづくりを強化します。授業前後のフォローや相談体制を整え、教

員が安心して実践できる環境を支援しながら、将来的には食品ロスに限らず、子ど

もたちの生き方やウェルビーイングを考える総合的な教材へと発展させ、地域全体

へと普及させていくことを目指します。 

⑤ 県民局との連携による効果 

  信頼性の向上： 教材やチラシに「令和 7 年度備中地域みらいづくり支援事業」であ

る旨を明記することで、学校現場や地域社会からの認知度と信頼性が向上しまし

た。 

 教育委員会との連携強化： 県民局の事業であることを背景に、井原市や笠岡市など

の教育委員会を通じたスムーズな周知が可能となり、導入校の拡大に繋がっていま

す。 

   広域的な発信力： 備中地域全体の課題解決を目指すプロジェクトとしてテレビ

(OHK)や新聞(山陽新聞)に取り上げられ、他地域や団体からの問い合わせを創出する

契機となりました。また教材の概要や活用方法については公式ホームページにも掲

載し、地域外からも情報にアクセスできる環境を整備したことで、問い合わせの増

加など広域的な発信力の向上につながりました。 

 

 

 

 

４ 参考事項・資料 

報告会当日資料（写真、アンケート結果等を含む。） 

                                                             

評価指標 評価方法 目標 実績 
教材案内資料 問い合わせ、配布

実績 
10件 10件以上 







z

高校生と作る小学生教材

コノヒトカン

フードロスをきっかけに
備中地域を好きになろう



「備中地域みらいづくり支援事業」を通じて

コノヒトカン教材の作成と実施をしました！



アクティブラーニング

教材作成 高校一覧

学校名 作成単元① 作成単元② 実施期間

岡山高校 貧困問題

フードロス

教材作成期間
4月〜6月

高校生は総探の授業や
放課後の時間を活用

毎週ある総探の時間に
参加して伴走
合同ZOOM会議も月に
1回〜2回行った

おかやま山陽高校 コノヒトカンとは？

おかやま山陽高校 コノヒトカンの目指す未来

小松大谷高校（石川県） 地域の防災

倉敷翠松高校 備中地域



アクティブラーニング

授業スライド

授業方法や
ポイントの
解説書

ワークシート



アクティブラーニング

小学校の先生方へ
自分たちの教材への想いを伝える



アクティブラーニング

高校生の振り返りを紹介

おかやま山陽高校の生徒さん

（Aさん）高校３年生

コノヒトカンと出会って今まで体験したことのないよう
なことまでたくさん経験させていただきとてもありがた
かったです

先日の授業作りの会議も私たちとは違う意見を持つ
先生や他校の生徒の皆さんの想いや考え方が聞けて
新たな学びができました！

（Bさん）高校３年生

オンライン会議ありがとうございました！教科書作り
みんなで頑張って作ったので、たくさんの小学生に届
くと嬉しいです！一年生の時からコノヒトカンに携わる
ことができてとても楽しかったです！

小学校の先生を目指す
岡山高校の２人の２年生が

早島小学校で実際に授業をしました！

今回の教材作成が高校生たちの貴重な経験・学びとなった
と自信を持って言えます！！！



１０月２４日〜１１月１２日の間に
岡山高校で２回、オンラインで２回
アドバイスや模擬授業を実施

他にも高校生が小学校に訪問し、教室の様子や子
どもたちの実態などを先生からヒアリング

授業の振り返りもオンラインで実施
自分たちの課題（板書や時間配分など）を見つけることができた
さらには、他の学校でも授業を行いたい！と意欲を見せてくれた

3月にコノヒトカンラジオにも出演予定



アクティブラーニング

模擬授業で練習した成果を
しっかり発揮して

たくさんの子どもたちの
意見を聞き出したり
考えさせたりすることが

できました！

山陽新聞に掲載されました！



授業の振り返りでフードロス解決するために、
今日から取り組みたいことはなんですか？

と聞いてみると…！

1番多かったのが…「自分の好き嫌いをなくし、ご飯を食べ切る」

フードロスを自分ごととして捉え、自分たち１人１人の行動が解決には必要不
可欠であることを、グループ内で確認していた姿が印象的でした

２番目に多かったのが…「買い過ぎを防ぐ」
自分の家の冷蔵庫やお菓子に賞味期限・消費期限切れのものがあることを
結構な数の子ども達が知っており、家族に伝えなきゃ、と話していました





アクティブラーニング

コノヒトカン教材実施校一覧

学校名 学年 人数 講師として実施した授業

神島外小学校 ５・６年生 １２名 すごろく ２h

早島小学校 ６年生 １３７名
高校生フードロス授業 １h（４クラス）
すごろく １h×2回（２クラスずつ）

清音小学校 ４年生 ７０名 すごろく ２h×２クラス（計４h）

粒江小学校 ６年生 ７４名 すごろく ２h（２クラス合同）

蘆高小学校 ６年生 １３７名 すごろく ２h×４クラス（計8h）

県主小学校 ４〜６年生 ２０名 すごろく １h



すごろく授業の概要



すごろく授業の概要



すごろく授業の概要



アクティブラーニング



アクティブラーニング

思いを伝えることの大切さに

子どもたちはもちろん、大人も気付くことができた



6校の小学校で実施した

出前授業での成果と気付き



アクティブラーニング

成果：子どもの反応

回答
１１２件
コメント
６０件



アクティブラーニング

成果：先生方の反応



アクティブラーニング

成果：メディアでの取り上げ

山陽新聞 岡山放送 Live News



コノヒトカン教材が夏休みの自由研究に活用されました！

名前



SNSを通じて県外から教材貸し出しの問い合わせが来たり
高校生と大学生がそれぞれ、子ども食堂で活用したりと

たくさんの需要があることがわかりました！

個人対抗戦！
誰が1番多く
コノヒトカンを

届けられるかな！？



教材だけでは
教員の負担減
にならない

より小学生が
学びを深められる
クオリティに

デジタル教材の
良し悪し

書く方へシフト

自走できる
ドリル教材に

専門家の知識と
経験を結集

授業ごとに思考を
切り替えるのではなく
気付きを繋げ、

学びが深まるものへ



アクティブラーニング

今年の経験を経て、、

来年は未来の設計図（ドリル）を作成します！

フードロス
食の価値の変化

ウェルビーイング
本当の豊かさ

コノヒトカン
子ども食堂

防災
食と命の関係





ご清聴ありがとうございました





（案） 

補助事業完了確認書 

補助事業名 
ロス食材をきっかけに備中地域を好きになろう！ 

 (備中地域みらいづくり支援事業補助金） 

補助金等交付申請者 

所在地  倉敷市笹沖 1240-3 

団体名   一般社団法人コノヒトカン 

代表者名 代表 三好 千尋 

補助金等交付決定 

指令番号 岡山県指令備中局地第 66号 

年月日 令和７年４月２１日 

補助金等変更決定 

指令番号 － 

年月日 － 

補助金等額の確定 

指令番号 岡山県指令備中局地第 号  

年月日 令和８年３月 日（決裁日）      

金額 ２，０００，０００円 

補助事業完了確認日 令和８年３月 日（決裁日）   

 

上記の補助事業は交付決定のとおり完了していた。 

  

令和８年３月  日（決裁日） 

 

                所属課 備中県民局地域政策部環境課 

                職氏名 総括副参事 中山 智文  印                      

 

 

 
 


